
「
鎌
倉
俳
句
＆
ハ
イ
ク
」
投
句
募
集

鎌
倉
ゆ
か
り
の
俳
人
・
高
浜
虚
子
は
「
写
生
」
を
唱
え
、
近
代
俳
句
の

隆
盛
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
鎌
倉
を
訪
れ
、
散
策
し
な
が
ら
、
美
し
い

四
季
を
十
七
文
字
に
写
し
詠
ん
で
気
軽
に
投
句
し
て
く
だ
さ
い

投
句
方
法

募
集
期
間

選　
　

者

監　
　

修

部　
　

門　

発　
　

表

　

 

賞

主　
　

催

＜

春
季＞

二
〜
四
月
、＜

夏
季＞

五
〜
七
月
、＜

秋
季＞
八
〜
十
月
、＜

冬
季＞

十
一
〜
翌
年
一
月

星
野
椿
、
星
野
高
士

鎌
倉
虚
子
立
子
記
念
館

一
般
の
部
（
十
六
歳
以
上
）
・
子
供
の
部
（
十
五
歳
ま
で
）

各
季
入
選
作
品
…
年
四
回
発
表
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）
（
一
般
の
部
・
子
供
の
部
）

年
間
大
賞
作
品
…
年
一
回
（
四
月
）
各
季
入
選
作
品
の
中
か
ら
選
考
。
（
一
般
の
部
）

各
季
入
選
作
品
及
び
年
間
大
賞
作
品
は
、

鎌
倉
俳
句
＆
ハ
イ
ク
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
並
び
に
鎌
倉
市
役
所
及
び
公
共
施
設
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。

各
季
入
選
作
品
、
年
間
大
賞
作
品
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

鎌
倉
俳
句
＆
ハ
イ
ク
実
行
委
員
会

○
投
句
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
俳
句
ポ
ス
ト
に
お
入
れ
下
さ
い
。

○
投
句
に
際
し
て
以
下
の
事
項
に
ご
注
意
下
さ
い
。

＊
俳
句
ポ
ス
ト
の
設
置
場
所
は
裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
。

①
投
句
は
未
発
表
作
品
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
投
句
料
は
無
料
で
す
。

②
二
重
投
句
及
び
著
し
い
類
想
類
句
や
匿
名
で
の
投
句
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

③
投
句
用
紙
の
返
却
及
び
採
否
の
お
問
い
合
せ
に
対
す
る
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

④
原
則
と
し
て
、
郵
送
で
の
投
句
は
受
付
て
お
り
ま
せ
ん
。

⑤
投
句
用
紙
は
、
同
サ
イ
ズ
で
コ
ピ
ー
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
受
付
い
た
し
ま
す
。

⑥
入
選
作
品
の
著
作
権
な
ど
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 当

季
雑
詠
（
有
季
定
型
）

投 句 用 紙
住 所氏名

年齢

歳

（本名） 〒　
　
　
　

̶

電
話
番
号　
　
　
　
　

（　
　
　
　
　

）

都
道

府
県

（
キ
リ
ト
リ
）

投
句
日　
　
　
　

年　
　
　

月　
　
　

日

応
募
作
品

ご
記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
は
発
表
や
賞
の
贈
呈
等
の
目
的
以
外
に
は
使
用
致
し
ま
せ
ん
。

投
句
用
紙
の
欄
は
全
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

お問い合せ

実行委員会…鎌倉市、鎌倉市教育委員会、鎌倉商工会議所、鎌倉市観光協会、鎌倉同人会、鎌倉市芸術文化振興財団（順不同）

(公財)鎌倉市芸術文化振興財団　鎌倉俳句＆ハイク実行委員会
鎌倉市大船 6-1-2（鎌倉芸術館内）

https://www.kamakura-haiku.com/ホームページ →

ふ
り
が
な


